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研究背景
•災害の多い日本

•避難所への避難
不十分な支援

非常持出袋の
事前準備 出典：内閣府

2



研究背景
•非常持出品リスト
•大量のリスト→選択の困難
•品数が多い→重量オーバー
•一般的→個人への対応不足

ユーザに適した
非常持出袋リストの作成

出典:日本赤十字社
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提案手法
•Webアプリケーション

Web
アプリケーション ユーザ

①属性入力

②初期リスト表示

③優先度手動変更

④最適リスト表示

・性別 ・健康状態
・年齢 ・家族構成

属性初期リスト

飲料水500ml
食料 1日分
毛布
生理用品
化粧品
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優先度
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提案手法
•全ての項目を入力するのは手間がかかる
→あらかじめ用意しておく

•初期リスト
集計結果に基づいて優先度設定

•属性別リスト
入力された基礎データごとに
追加

初期リスト
飲料水500ml
食料 1日分
毛布
生理用品
化粧品
杖
オムツ

5
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３
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女性
生理用品
化粧品

３
１

高齢者
杖
オムツ

３
５
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ナップサック問題

•非常持ち出し袋に品物を入れていく
→ナップサック問題と捉えられる

6



ナップサック問題とは

•大きさの決まったナップサック
•重量と価値の値をもつ品物

上限：15kg
3kg
価値3

10kg
価値8

2kg
価値25kg

価値7
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ナップサック問題とは

•容量を超えない範囲で価値が最大になる組合せを探す

合計重量15kg
合計価値15

合計重量15kg
合計価値13

合計重量10kg
合計価値12

!
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ナップサック問題の悩み

•組み合わせの数 !C" = !!
•品物の数が増える
→計算時間が増大に

⼊⼒ ! 実⾏時間 !!
10 0.036秒
20 771年
30 5.61 × 106 宇宙年
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ナップサック問題の解法
•動的計画法
問題を部分問題に分割→部分問題の結果を記録＆再利用

•分枝限定法
上界と下界を用いて無駄な探索をしない

•遺伝的アルゴリズム
進化論に基づいた効率的な探索アルゴリズム
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実験ー設定
•動的計画法と分枝限定
法を適用, 性能を比較
•初期リストの100g以上の
品物のみ扱う
•属性は重量のみ扱う
•優先度変更は行わない

名称 重量(g) 優先度
水（2L） 2000 5
食料

（1日分） 1000 5
現金 100 5

携帯ラジオ 400 5
ヘルメット 1500 5
笛 100 3

ナイフ 100 4
毛布 1200 3
ライト 150 5
ロープ 800 2

ガムテープ 350 2
外靴 350 2

ティッシュ 250 3

名称 重量(g) 優先度
スリッパ 120 2
雨具

（上下） 500 4
レジャー
シート 300 3

簡易トイレ 1000 3
救急セット 150 4
タオル 500 5

トイレット
ペーパー 100 2
着替え
（1日分） 1000 4
コンロ 1500 2
ラップ 150 1

初期リスト
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実験ー評価関数
•重量優先(重いものから順番に入れていく)
•優先度優先(優先度(価値)の高いものから入れていく)
•両方を考慮(優先度当たりの重量)

優先度を二乗(重量よりも優先度の方が重要であるため)
•優先度優先
•両方を考慮した(優先度当たりの重量)
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実験ー結果
重量 優先度 両方

考慮
優先度
二乗

両方考慮
二乗

動的計画法 55 55 55 225 225
分枝限定法 75 70 75 179 188

評価値（重量5000g以内の場合）

実行時間（重量5000g以内の場合）

→動的計画法が適している

• どちらも最良解を
見つけていない
• 分枝限定法の方が
時間がかかってい
る→品数が増える
とより時間がかか
る可能性

重量 優先度 両方
考慮

優先度
二乗

両方考慮
二乗

動的 0.226835 0.123983 0.128874 0.115074 0.131085
分枝 3.073489 4.072419 3.028918 4.067300 3.033010
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